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充実の秋へ～”準備”を大切に さあ 2 学期のスタート！ 

 いよいよ２学期が始まりました。暦の上で暑さがおさまる頃とされている「処暑（しょしょ：８

月 23 日）」を過ぎても異常な暑さが続いていますが、学校には生徒の元気な声が戻ってきま

した。この 2 学期も、学習や合唱祭などの行事を通して成長していけるように、生徒を支えて

いきたいと思います。保護者の皆様、この２学期もどうぞよろしくお願いします。 

 ２学期始業式での校長講話を紹介します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今日から 2学期が始まります。1学期の終業式では、「『気づき』から始まる『チャレンジ』に

期待しています」とお話ししましたが、どんな結果を得ることができましたが？そしてどのく

らい力をつけることができたでしょうか？今学期も目的をはっきりさせ、新たなチャレンジ

を繰り返しながら、自らの目標達成に向け努力を続けていきましょう。 

さて、始業式に当たり一つだけお話をしたいと思います。 

いつも夏休みには、「命」について考えさせられます。8 月 6 日の広島、9 日の長崎、そし

て 15日の終戦記念日。戦後 80年の節目となる今年。いつも以上に戦争の恐ろしさ、残酷

さ、命の扱われ方、生きるということに対する執念など様々な報道がなされましたが、皆さ

ん一人ひとり、これらの報道から何を感じ、考えたでしょう？ 

平和記念式典では松井広島市長が平和宣言を読み上げました。一部を紹介します。 

このような国家が中心となる世界情勢にあっても、私たち市民は決してあきらめることなく、真に

平和な世界の実現に向けて、核兵器廃絶への思いを市民社会の総意にしていかなければなりません。

そのために、次代を担う若い世代には、軍事費や安全保障、さらには核兵器のあり方は、自分たちの

将来に非人道的な結末をもたらし得る課題であることを自覚していただきたい。その上で、市民社会

の総意を形成するための活動を先導し、市民レベルの取組の輪を広げてほしいのです。その際心に留

めておくべきことは、自分よりも他者の立場を重視する考え方を優先することが大切であり、そうする

ことで人類は多くの混乱や紛争を解決し、現在に至っているということです。こうしたことを踏まえれ

ば、国家は自国のことのみに専念して他国を無視してはならないということです。 

そのあと、広島市内の小学 6 年生の二人が「平和への誓い」を読み上げました。 

いつかはおとずれる、被爆者のいない世界。 

同じ過ちを繰り返さないために、多くの人が事実を知る必要があります。＜中略＞ 

被爆から 80年が経つ今、本当は辛くて、思い出したくない記憶を伝えてくださる被爆者の方々から、

直接話を聞く機会は少なくなっています。どんなに時が流れても、あの悲劇を風化させず、記録として

被爆者の声を次の世代へ語り継いでいく使命が、私たちにはあります。世界では、今もどこかで戦争

が起きています。大切な人を失い、生きることに絶望している人々がたくさんいます。 

その事実を自分のこととして考え、平和について関心をもつこと。 

多様性を認め、相手のことを理解しようとすること。 

一人一人が相手の考えに寄り添い、思いやりの心で話し合うことができれば、傷つき、悲しい思いをす

る人がいなくなるはずです。周りの人たちのために、ほんの少し行動することが、いずれ世界の平和に

つながるのではないでしょうか。＜後略＞ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

部活動 県大会以上の結果!! 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 
 
 

 

資源回収（7/22～7/29）への御協力ありがとうございました！ 
たくさんの方に御協力いただき、本当にありがとうございました。資源は、総額 15,010 円

分になりました。学校教育活動で有効に活用させていただきます。 

学園公開日（9/16,17）の御案内 本校の様子を御参観ください（詳細は別紙）。 

【男子バスケットボール部】 

１回戦 ●43－46 東海大翔洋中 

【女子ｿﾌﾄﾃﾆｽ部】 

個人 岡本・佐々木ペア（３回戦進出） 
 

【男子卓球部】    県５位 

団体 〇3-1 門池中、〇3-0 三ケ日中（予選 T 通過） 

〇3-1 中島中、●１-3 服織中、●1-3 舞阪中        

個人 内河颯太(２回戦進出) 和田悠雅(２回戦進出) 望月伸悟（１回戦惜敗） 

【水泳部】  

村上裕城（50M 自由形、100m 自由形）、中村朔（50M 自由形） 

山本颯夏（200m 背泳ぎ） 

大家理瑚（50M 自由形、100m 自由形）、中村月南（200m 自由形） 

中村朔、太田悠大、村上裕城、湯前公喜（男子４×100m フリーリレー） 

山本颯夏、山内祇音、中村朔、村上裕城（男子４×100m メドレーリレー） 

大家理瑚、宮内歩実、草葉杏、中村月南（女子４×100m メドレーリレー） 
 
【吹奏楽部】 

中部日本吹奏楽コンクール 静岡県大会 銅賞 

全日本吹奏楽コンクール 西部地区大会 銀賞 
 

【陸上競技部】  

中島壮琉  ３年１５００ｍ（１位）、共通３０００ｍ（２位） 

中村ひまる 共通８００ｍ（7 位）、共通８００ｍ 

尾上奏斗  ２年１５００ｍ 

村山・小栁津・寺田・小柳 男子低学年４×１００ｍR 
 
＜東海大会＞ 中島壮琉 男子３年 1５００ｍ（１位）、中村ひまる 女子共通 15００ｍ 

＜全国大会＞ 中島壮琉 男子共通１５００ｍ ２位 

【バドミントン】  

伊藤龍護 団体戦（1 位） 東海大会出場！ 

  これらの宣言，誓いはネットでも全文が紹介されています。一度よく読んでみてくだ

さい。難しい表現などがありますが、少し見方を変えれば自分を取り巻く環境とさほど

変わりがないと気づくことができると思います。 

とにかく何をするにしても、結局そのスタートは「気づき」ということになります。

そしてその「気づき」をもとに考え、判断し、行動に移す。それが大切なことです。今

年の広島での平和記念式典で読まれたものも、大なり小なり、皆さんそれぞれが考える

「平和」へと向かう「気づき」になってくれればと思います。そしてそれからの行動に

期待をしています。 

では今学期も、失敗を恐れず、何事にもチャレンジしていきましょう。皆さんが頑張

る姿を興味深く見ていきたいと思います。そして今学期も 

「バカにするな！バカにされるな！バカになれ！！」 

を心にとめ、有意義に過ごしてください。 

 
磐周中学校体育連盟総合杯 男子の部 
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